





























of Foreign Currency Transaction and Foreign
CurrencyFinancialStatements，October1975・





































































(4) Internationa1 Te1ephone & Te1egraph Corpora-

































(5) Raymond H. Alleman，“Why ITT likes F AS 
52，" Management Accounting， Ju1y 1982. pp.23 
-24. 
(6) International Telephone & Telegraph Corpora-
tion 1975 Annual Report， p.29. 
3 
1975年 1974年 (単位:千ドル)
売 上 原 価 $ (47， 109) $ (61， 712) 
ハートフォード火災保険および金融子会社 (8，410) 5，470 
$ (55，519) $ (56，242) 
に対して，次のような内容のコメントを，


























格に貫いた基準書第 8号の適用を， 1976年 1
月1日以降に開始する事業年度から強制した。
(7) FASB 3， Public Record -1976 Vol， I， State-


















































































































(10)~1) International Telephone & Telegraph Cor-


























(1~ Herbert C. Knortz，“Foreign Currency Ex-
posure刈1yth，Method and Mystery，" in Dhia D. 
AlHashim & James W. Robertson ed.， Contem-
porary Issues in Accounting， Bobbs-Merrill 
Educational Publishing， 1979， pp.169-170. 
(13) Raymond H. Allemann， op. cit.， p.24. 
5 
損益計算に含められた純為替差益(差損)の額(単位:千ドル)
1980年 1979年 1978年 1977年
少数株主持分および法人税等控除前 $ 190，254 $ (94，806) $ (161， 495) $ (74，243) 
少数株主持分および法人税等控除後 145，778 (81， 850) (139，286) (70，820) 







































































































































(l~ Raymond H. Allemann， op. cit.， pp.25-26. 


































(1~ FASB4， Public Record， Position Papers sub-
mitted in respect of Exposure Draft on Foreign 







































(19) Raymond H. Alleman， op. cit.， p. 26. 
8 
表 l 基準書第 8号を適用した場合と第52号を適用した場合の純利益の比較
(単位株当たりの利益を除き，千ドル)
エFZ 1981年 1980年 1979年純 利 益 l株当たり 純利 益 1株当たり 純利益 l株当たり
場基準合書第 8号適用の $ 435，199 $ 2.93 $ 894，326 $ 6.12 $ 383，093 $ 2.65 
! 切章ヲ受ロ書第52号適用の~一一676，804 I 4.58 I 755，353 5.16 301. 587 1. 19 
出所:ITT 1981 Annua1 Report， p.24 and p. 31. 




純修利正後益 1株当たり 純修利正益後 1株当たり 純修利正後益 1株当たり
場基準合書第 8号適用の $ 453，040 $ 3.05 $ 804，226 $ 5.50 $ 703，093 $ 4.95 
L聖場合書第問適用の 694，645 I 4.70 I 668，353 I 4.57 606，587 
l -一一一一一一一一一一一 L一一一一一一一一一- E 





























































































































期首残高 $ (123，808) s 370，395 s 561， 650 
加算(減算)ー
外貨表示財務諸表の換算 (330，230) (456，863) (222，046) 
関係会社間資本取引 (23，428) (37，813) 15，017 
純在外投資額のヘッジ (5，811) 
在外事業単位の売却または清算 2，874 493 15，774 


























e今 InternationalTelephone & Telegraph Corpora-




















































































































































32 15 74 696 3.023 854 4 
$ 1. 032 $ 2.531 $ 4.100 $ 3.125 $ 4.464 $ 5.076 $16.031 $ 1. 670 $ 3. 331 
$130 $129 $136 $78 $170 $454 $215 $179 $1.491 
$1. 481 











$ 21， 148 $ 2.433 $ 3.853 $ 5.348 $2，734 $1. 969 $ 3.042 $589 識別可能資産
その他の海外
$ 4，041 







$ 1， 491 






1， 181 202 
s 23，455 $ 7，218 
税引後営業利益 $ 1， 003 $ 300 
識別 可能資産 $ 15，533 $ 3，838 






































e方 FASB 5. Public Record -1974 Vol. ¥i. Part 1 : 
Discussion Memorandum - Foreign Currency 































































~~ Ibid.. p. 675. 







































































制 StanleyR. W ojciechowski，“Du Pont evaluates 
FAS 52，" Management Accounting， July 1982. 
0今 FASB4，op. cit.， pp.l074-1077. 
~~ F ASB 6， Public Record， Position Papers sub-
mitted in respect of Revised Exposure Draft on 






































例 StanleyR. Wojciechowski， op. cit.， p. 31. 
15 
表 3 結果の要約
第 期 第 2期~第10期 10年間の合計
(LC 1 = $ 1. 00) (LC 1 = $.90) 
HR HR HR CR HR HR 
LC $ $ LC $ $ LC $ $ 
三7三E二ご 上 I口司 100 100 100 900 810 810 1，000 910 910 
原価(減価償却費) 100 100 100 900 900 810 1， 000 1， 000 910 
利 益 。 。 O o (90) 0 o (90) 。




















為替レートは，第 l期が LC1 = 
$ 1である。第 2期の期首に LC1 
= $ O. 9~こ下落し，その後第10期末
まで一定である。
ドルによる原価は1，000ドルであ




































































伺 StanleyR. Wojciechowski， op. cit.， p. 32. 








































































































































いる。すなわち， r当社は， 1983年 1月 1日
から，財務会計基準書第52号『外貨換算』
(SFAS 52)を採用した。当社は， SFAS 52 






































































































前においては， 81. 4%の会社 (57社)が，外部報
告用と内部報告用に同じ換算方法を採用してい





















無であったのである (HelenG. Morsicato， Cur-
rency Translation and Performance Evaluation in 









































































~~ FASB4， op. cit.， p. 1083. 
